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第
五
十
回　

神
奈
川
県
造

園
業
協
会
通
常
総
会
が
五
月

三
十
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ

ハ
マ
に
於
い
て
出
席
者
百
十
四

名
委
任
状
二
百
四
名
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

玉
井
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
原
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
、

続
い
て
松
倉
会
長
挨
拶
後
に
、

第
四
十
八
回
会
長
表
彰
が
行
わ

れ
、
技
能
功
労
者
三
名
を
代
表

し
て
奈
良
造
園
土
木
㈱　

平
勝

則
様
、
優
秀
技
能
者
六
名
を
代

表
し
て
㈱
泰
山
園　

鈴
木
律

様
、
青
年
優
秀
技
能
者
六
名
を

代
表
し
て
㈱
大
塚
庭
園　

内
川

依
武
輝
様
に
記
念
品
、
賞
状
が

松
倉
会
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

続
い
て
、
定
款
第
十
七
条
二

の
規
定
に
よ
り
松
倉
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
第
一
号
議
案
令

和
五
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
報
告
事
項
（
一
）

令
和
五
年
度
事
業
報
告
が
一
括

報
告
さ
れ
、
次
に
（
二
）
令
和

六
年
度
事
業
計
画
（
三
）
令
和

六
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
、
足
立
原
副
会
長
の

閉
会
の
言
葉
で
通
常
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
２
０
２
７
国
際
園

芸
博
覧
会
協
会
よ
り
、
園
芸
博

覧
会
の
状
況
等
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

松
倉
会
長
挨
拶

　　

本
日
の
第
五
十
回
通
常
総
会

に
、
大
変
ご
多
用
の
中
会
員
の

皆
様
に
多
数
ご
臨
席
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
日
の
総
会
審
議
で

は
一
つ
の
議
決
案
件
と
三
つ
の

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

通
常
総
会
が
五
月
三
十
日
、
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
議
長
の
も
と
、
第
一
号

議
案
令
和
五
年
度
会
務
報
告
及

び
事
業
報
告
、
第
二
号
議
案
令

和
五
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
が
一
括
審
議
さ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、続
い
て
、

第
三
号
議
案
令
和
六
年
度
事
業

計
画
（
案
）
及
び
第
四
号
議
案

令
和
六
年
度
予
算
（
案
）
が
一

括
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
上
で
通
常
総
会
は
終
了

し
、
そ
の
後
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
和
や
か
な
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

川
田
理
事
長
挨
拶

組
合
員
の
皆
様
に
は
平

素
よ
り
組
合
の
事
業
運
営

に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご

支
援
ご
指
導
を
賜
り
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
皆
様
方
の
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
協

会
の
運
営
費
に
対
し
毎
年

多
額
の
事
務
負
担
金
を
い

た
だ
き
協
会
の
円
滑
な
運
営
に

多
大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
グ
ル
ー
プ
共
済
制
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
61
年

４
月
に
制
度
が
発
足
し
、
平
成

11
年
６
月
創
設
し
た
労
災
上
乗

せ
等
の
総
合
補
償
制
度
に
つ
き

ま
し
て
も
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
保
険
料
支
払
い
等
組

合
の
保
険
業
務
に
つ
き
ま
し

て
、
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
お
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

労
働
災
害
に
対
す
る
関
心
と

対
策
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
も
共
済
制
度
並
び
に

総
合
補
償
制
度
の
充
実
強
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
一
層
の
お
力
添

え
と
ご
鞭
撻
の
程
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（　）一社
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

　
　 

第
五
十
回 

通
常
総
会
開
催

報
告
事
項
に
つ
い
て
、
皆

様
の
ご
意
見
を
伺
い
「
神

奈
川
県
造
園
業
協
会
の

在
り
方
」
並
び
に
更
な
る

事
業
運
営
の
推
進
に
つ
い

て
ご
審
議
を
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
、
神
奈
川
県
造
園
業
協

会
は
緑
の
専
門
事
業
者
と

し
て
、
協
会
の
使
命
で
あ
り
ま

す
造
園
・
緑
化
事
業
の
健
全
な

発
展
と
、
都
市
環
境
の
整
備
及

び
都
市
緑
化
を
積
極
的
に
進
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

造
園
業
界
の
持
続
的
な
発
展

の
た
め
に
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
技
能
・
技
術
の
向
上
と

承
継
、
と
り
わ
け
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
次
代
を
担
う
造

園
人
の
養
成
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
行
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
皆
様
と
手
を

携
え
て
公
園
緑
地
、
庭
園
、
県

域
青
年
の
三
部
会
と
、
総
務
・

厚
生
、
教
育
研
修
、
情
報
、
樹

木
・
資
材
の
四
委
員
会
の
更
な

る
活
性
化
を
図
り
、
造
園
業
界

で
働
く
人
々
が
明
る
い
未
来
と

希
望
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

技
能
功
労
者
　
平
　
勝
則
氏

優
秀
技
能
者
　
鈴
木
　
律
氏

青
年
優
秀
技
能
者
　
内
川
依
武
輝
氏

松倉会長挨拶

川田理事長挨拶

　

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
労

働
保
険
事
務
組
合
通
常
総
会
が

六
月
二
十
六
日
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー

ル
ヨ
コ
ハ
マ
に
於
い
て
出
席
者

十
七
名
委
任
状
二
十
七
通
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
島
事
務
局
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
岸
会
長
が
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
則
第
十
五
条
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
岸
会
長
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
第
一
号
議
案
令
和
五

年
度
事
業
報
告
、
次
に
第
二
号

議
案
令
和
五
年
度
決
算
報
告
及

び
監
査
報
告
が
審
議
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
報
告
事
項
令
和
六

年
度
事
業
計
画
、
次
に
令
和
六

年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
本
日
予
定
さ
れ

た
議
事
の
審
議
及
び
報
告

事
項
が
終
了
し
、
総
会
は

滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会

が
開
か
れ
、
和
や
か
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
こ
ろ
労
災
事
故

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
無
事

故
で
安
心
な
職
場
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

神
奈
川
県
造
園
業
協
同
組
合

　
　
令
和
六
年
通
常
総
会
開
催

一
般
社
団
法
人　
神
奈
川
県
造
園
業
協
会

　
労
働
保
険
事
務
組
合　
通
常
総
会
開
催

岸会長挨拶
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会
員
56
社
の
中
で
も
30
数
社

が
い
ろ
ん
な
事
業
・
技
術
・
総

務
委
員
会
、
幹
事
も
含
め
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
非
常

に
恵
ま
れ
て
い
る
支
部
だ
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
う
ち
の
事
業
の
要
で
あ
り

ま
す
街
路
樹
剪
定
士
認
定
研
修

会
も
無
事
実
行
す
る
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
経
営
者
、
業
界
が
抱

え
る
問
題
点
と
し
て
は
、
働
き

方
改
革
、
担
い
手
の
問
題
が
最

重
要
課
題
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
担
い
手
の
問
題
は
、

各
社
が
少
し
で
も
担
い
手
を
育

成
出
来
る
環
境
を
整
え
、
他
業

種
、
他
業
界
に
負
け
な
い
よ
う

改
革
を
行
い
、
皆
様
と
共
に
情

報
を
共
有
し
て
、
魅
力
あ
る
業

界
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
解
決

し
て
い
か
な
い
問
題
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

は
、
令
和
６
年
10
月
に
川
崎
市

で
全
国
都
市
緑
化
か
わ
さ
き

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
７
年
に
は
、
横
浜

の
瀬
谷
地
区
に
て
Ａ
１
ク
ラ
ス

の
国
際
園
芸
博
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
何

か
と
い
ろ
ん
な
場
面
で
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
一
層
の
ご

支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

閉
会
挨
拶
で
通
常
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

田
口
支
部
長
挨
拶

本
日
は
神
奈
川
県
支
部
通
常

総
会
に
ご
出
席
頂
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

当
支
部
は
３
月
で
52
社
、
４

月
に
４
社
ほ
ど
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
56
社
、
東
京
都
支

部
55
社
で
す
か
ら
、
全
国
一
会

員
数
が
多
い
支
部
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
街
路
樹
剪
定
士

に
お
い
て
は
、
現
在
千
二
百
名

ほ
ど
合
格
者
を
輩
出
し
て
全
国

一
多
い
支
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。

５
月
30
日
第
四
十
八
回
通
常

総
会
が
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ
コ

ハ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
総
務
委
員
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
内
田
副
支
部
長
の

開
会
の
言
葉
、
田
口
支
部
長
挨

拶
の
後
、
支
部
規
定
に
よ
り
田

口
支
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
第
一
号
議
案
令
和
五
年
度

会
務
報
告
及
び
事
業
報
告
、
第

二
号
議
案
令
和
五
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
監
査
報
告
が
一
括

審
議
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
三
号
議
案
役
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
支
部
規
定
に

よ
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。続

い
て
、報
告
事
項
と
し
て
、

令
和
六
年
度
事
業
計
画
、
令
和

六
年
度
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、退
任
感
謝
状
贈
呈
、

新
正
副
支
部
長
挨
拶
、
退
任
役

員
挨
拶
後
、
桑
原
副
支
部
長
の

　
日
本
造
園
建
設
業
協
会
　
神
奈
川
県
支
部

第
四
十
八
回
　
通
常
総
会
開
催

（　）一社

続
き
、
各
賞
に
賞
状
と
賞
金
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
米
倉
氏
の

作
品
は
、「
歩
道
を
埋
め
尽
く

し
た
よ
う
な
み
ず
み
ず
し
い
新

緑
の
街
路
樹
。
雲
一
つ
な
い
青

空
。
両
面
を
ひ
き
し
め
て
く
れ

植
込
み
の
ツ
ツ
ジ
は
効
果
的
で

す
。
住
宅
の
一
部
が
入
っ
て
い

る
の
で
、
生
活
感
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
街

に
住
み
た
い
で
す
ね
。」
と
選

評
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
横
浜
並
び
に
相
武

国
道
事
務
所
、
神
奈
川
県
・
横

浜
市
・
川
崎
市
・
神
奈
川
新
聞

社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

横
浜
放
送
局
の
後
援
を
得
て

「
第
十
八
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
多

数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

「
第
十
七
回
か
な
が
わ
街
路
樹

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」　
表
彰
式
開
催

　
　

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神

奈
川
県
支
部
主
催
の
「
第
十
七

回
か
な
が
わ
街
路
樹
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
表
彰
式
が
五
月

三
十
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
ヨ

コ
ハ
マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
十
七
回
目
を
数
え
、

百
五
十
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
藤
井
英
二
郎
千
葉
大
学
名

誉
教
授
、
大
河
原
雅
彦
元
神
奈

川
新
聞
写
真
部
長
、
田
口
支
部

長
他
の
審
査
員
に
よ
り
最
優
秀

賞
・
優
秀
賞
各
一
点
、
入
選
五

点
、
佳
作
十
点
、
特
別
賞
と
し

て
神
奈
川
県
知
事
賞
、
神
奈
川

県
議
会
議
長
賞
、
十
九
作
品
が

選
定
さ
れ
、
表
彰
式
で
は
、
大

河
原
審
査
委
員
よ
り
各
賞
の
講

評
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
表
彰

式
に
移
り
、田
口
支
部
長
よ
り
、

最
優
秀
賞「
つ
つ
じ
と
街
路
樹
」

を
米
倉
辰
夫
氏
、
優
秀
賞
「
水

玉
ロ
ー
ド
」
を
平
野
昌
子
氏
に

（　）一社

田
口
支
部
長
挨
拶

一般社団法人 日本造園建設業協会
神奈川県支部 役員

役職名 氏　名 会　社　名
支 部 長 岩 井 雅 彦 サカタのタネグリーンサービス㈱
副 支 部 長 内 田 卓 弘 ㈱内田造園

〃 桑 原 宣 基 湘南造園㈱
常 任 幹 事 石 川 正 典 ㈱植藤

〃 岡 部 一 郎 ㈱東開造園土木
〃 田 口 英 明 田口園芸㈱

幹 事 生 駒 武 則 生駒造園土木㈱
〃 小 島 貴 洋 小島造園㈱
〃 小 山 博 樹 ㈱やまなか園建設
〃 佐々木　　伸 横浜植木㈱
〃 土志田　　淳 横浜庭苑㈱
〃 藤 巻 慎 司 藤造園建設㈱
〃 山 田 義 朝 ㈱村瀬造園
〃 渡 邊 秀 一 横浜植木㈱

監 事 青 木 洋 一 奈良造園土木㈱
〃 木 村 義 広 ㈱木村植物園

大河原審査委員より講評

最優秀賞を受賞した米倉辰夫氏

最優秀賞「つつじと街路樹」
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第
五
十
回
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
通
常
総
会
・
第
四
十
八
回

日
本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川

県
支
部
通
常
総
会
終
了
後
、「
か

な
が
わ
の
み
ど
り
を
創
り
、
育

て
る
」
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。開

会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

造
園
業
協
会
松
倉
会
長
よ
り
挨

拶
、
続
い
て
岩
井
支
部
長
よ
り

挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
神
奈
川
県
副
知
事
橋
本
和

也
様
よ
り
、

「
皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。
本
日
は

お
招
き
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
神

奈
川
県
造
園
業
協
会
の
創
立
50

周
年
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま

す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
日
頃
よ
り
本
県
の
み
ど
り

行
政
に
つ
き
ま
し
て
ご
支
援
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま

し
て
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
川
崎
市
で
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
が
開
催
を
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
県
は

メ
イ
ン
会
場
と
な
り
の
富
士
見

公
園
や
川
崎
市
内
の
県
立
東
高

根
森
林
公
園
で
花
壇
展
示
を
行

い
、
川
崎
市
と
と
も
に
か
わ
さ

き
フ
ェ
ア
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
グ

リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
２
７
に
つ
き

ま
し
て
、
博
覧
会

会
場
内
に
「
い
の

ち
輝
く
バ
イ
ブ
ラ

ン
ト
い
の
ち
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
庭

園
等
を
出
展
し
た

い
と
準
備
検
討

を
進
め
て
お
り
ま

す
。皆

様
方
に
は
江

ノ
島
で
開
催
し
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
折

に
も
、
そ
し
て
大
磯

で
明
治
記
念
大
磯
庭

園
に
お
い
て
も
準
備

に
あ
た
り
ま
し
て
も

様
々
な
形
で
植
栽
等

に
関
し
て
ご
指
導
ご

助
言
を
賜
り
な
が
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
大

磯
庭
園
も
で
き
た
と

い
う
こ
と
が
ご
ざ
い

ま
す
。

ど
う
か
今
回
の
緑

化
フ
ェ
ア
、
グ
リ
ー

ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
７
に
お
き

ま
し
て
も
同
様
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
い
と
県
も
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
県
は
都
市
公
園
の
整
備
管

理
あ
る
い
は
里
山
の
保
全
活
用

な
ど
、
み
ど
り
行
政
に
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
優
れ
た
技
術

と
豊
富
な
経
験
を
お
持
ち
の
皆

様
方
の
引
続
き
の
ご
理
解
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
、
日
本
造
園
建
設
業
協
会

神
奈
川
支
部
の
皆
様
方
の
益
々

の
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。」

次
い
で
第
117
代
柳
下
剛
神
奈

川
県
議
会
議
長
よ
り
、

「
皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。
只
今
ご

紹
介
預
り
ま
し
た
第
117
代
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
柳
下
剛
で

ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
神
奈
川
県
造
園
業

協
会
、
そ
し
て
日
造
協
神
奈
川

県
支
部
の
皆
様
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
神
奈
川
、
ま

た
、
都
市
公
園
を
多
く
も
つ
神

奈
川
を
、
色
々
な
意
味
で
連
携

を
深
め
な
が
ら
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

都
市
緑
化
か
わ
さ
き
フ
ェ
ア

を
は
じ
め
造
園
業
協
会
50
年
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
秋
に
向
け
て

催
し
物
が
あ
っ
た
り
、
記
念
式

典
等
々
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
７
年
の
園
芸
博

覧
会
に
向
け
て
造
園
業
協
会
の

お
力
を
借
り
な
く
て
は
成
功
に

導
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
つ
大
き
い
問
題
で

は
、
人
材
不
足
や
後
継
者
育
成

で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
視
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
神
奈
川
県
議

会
と
し
て
も
、
造
園
業
協
会
の

皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
前
に
進

め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
日
お
集
り
の
皆

様
の
社
業
の
発
展
と
益
々
の
協

会
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」

次
い
で
、
神
奈
川
県
議
会
自

民
党
み
ど
り
の
会
出
席
者
の
紹

介
後
、
み
ど
り
の
会
を
代
表
し

て
嶋
村
た
だ
し
副
会
長
よ
り
、

「
総
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、今
年

一
年
協
会
の
皆
様
方
意
を
決
し

て
お
望
み
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

実
は
我
々
も
み
ど
り
の
会
総

会
の
中
で
の
議
案
と
い
た
し
ま

し
て
、
造
園
業
協
会
の
50
周
年

を
応
援
し
て
い
こ
う
、
50
周
年

事
業
に
も
我
々
が
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
思
い

と
、
か
わ
さ
き
緑
化
フ
ェ
ア
の

支
援
、
そ
し
て
園
芸
博
覧
会
の

成
功
を
担
っ
て
、
我
々
一
致
団

結
し
て
造
園
業
協
会
を
応
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
総
会

で
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
し
て
我
々
議
員
の
会
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
是
非
と
も

県
立
都
市
公
園
を
我
々
で
視
察

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

都
市
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
員
の
中
で
も
議

論
し
て
い
こ
う
と

い
う
よ
う
な
こ
と

を
総
会
の
中
で
も

話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

　

こ
れ
か
ら
も
皆

様
と
一
緒
に
な
っ

て
、
県
内
の
み
ど

り
の
発
展
を
つ
く

り
育
て
る
と
い
う

こ
と
の
意
を
決
し

て
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

次
い
で
、
県
幹
部
職
員
。
関

係
団
体
の
来
賓
紹
介
に
続
き
、

公
益
財
団
法
人
神
奈
川
県
公
園

協
会
理
事
長
横
溝
博
之
様
の
乾

杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
進
み
、

和
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
と

返
事
。
ま
た
、
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
制
度
が
あ
る
が
、
指
定
管
理

者
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

街
路
樹
剪
定
士
の
活
用
が
微

増
し
て
い
る
が
、
現
在
業
界
で

は
緑
地
樹
木
剪
定
士
の
資
格
制

度
が
は
じ
ま
り
、
今
後
活
用
を

お
願
い
し
た
い
と
要
望
。

最
後
に
造
園
業
会
と
連
携
し

て
一
緒
に
行
動
し
て
い
き
た
い

と
の
論
議
が
な
さ
れ
た
。

備
を
図
る
た
め
の
助
成
措
置
と

芝
生
化
工
事
及
び
維
持
管
理
工

事
の
造
園
専
門
業
者
へ
の
発
注

に
つ
い
て
、
造
園
業
界
の
大
変

厳
し
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
要
望

事
項
の
実
現
に
向
け
て
強
く
申

し
入
れ
ま
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
熱
中
症

対
策
に
よ
る
補
正
値
に
つ
い
て

質
疑
が
さ
れ
、
続
い
て
都
市
公

園
の
整
備
は
県
の
重
要
課
題
で

あ
り
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
仕

事
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
う

が
、
業
界
か
ら
も
意
見
を
出
し

て
、
公
園
が
樹
木
や

ベ
ン
チ
が
あ
る
だ
け

で
な
く
幼
児
か
ら
大

人
ま
で
く
つ
ろ
げ
る

場
所
と
し
て
欲
し
い

と
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
て
、
造
園

の
仕
事
の
一
つ
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

造
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
設
計
あ
り
き

の
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
造
園
技
能
士
の
力

が
発
揮
で
き
る
よ
う

な
日
本
庭
園
の
仕
事

神
奈
川
県
造
園
業
協
会
と
日

本
造
園
建
設
業
協
会
神
奈
川
県

支
部
共
同
で
、
七
月
十
二
日
に

自
由
民
主
党
神
奈
川
県
支
部
連

合
会
・
自
由
民
主
党
神
奈
川
県

議
会
議
員
団
へ
、
新
規
一
項
目

と
継
続
要
望
四
項
目
に
つ
い
て

要
望
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
と
し
て
、
新
規
要

望　

熱
中
症
対
策
に
よ
る
現
場

管
理
費
の
補
正
に
つ
い
て
、
継

続
要
望
①
都
市
公
園
の
再
整

備
、
緑
地
の
保
全
、
緑
化
の
積

極
的
な
推
進
を
実
現
す
る
た
め

緑
化
関
連
公
共
事
業
予
算
の
確

保
・
増
加
と
受
注
機
会
の
確
保

②
造
園
に
関
わ
る
整
備
及
び
維

持
工
事
は
分
離
し
、
指
定
建
設

業
種
で
あ
る
造
園
専
門
事
業
者

に
発
注
を
、
ま
た
、
造
園
技
能

士
等
各
種
資
格
所
有
者
の
在
籍

し
て
い
る
業
者
へ
の
発
注
③
一

般
社
団
法
人
日
本
造
園
建
設
業

協
会
認
定
の
街
路
樹
剪
定
士
の

積
極
的
活
用
と
街
路
樹
剪
定
士

を
下
請
け
で
は
な
く
元
請
け
の

条
件
と
し
て
仕
様
書
の
明
記
④

校
庭
及
び
園
庭
の
芝
生
化
の
推

進
並
び
に
グ
ラ
ン
ド
基
盤
の
整

「
か
な
が
わ
の
み
ど
り
を

創
り
、育
て
る
」集
い
開
催

「
み
ど
り
行
政
に
関
す
る
要
望
書
」

新
規
一
項
目
と
継
続
四
項
目
～
提
出

要望書の提出 横溝神奈川県公園協会理事長 乾杯の発声

神奈川県橋本副知事挨拶

神奈川県議会議長柳下氏挨拶

嶋村みどりの会副会長挨拶
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感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一・二
級
造
園
技
能
士

学
科
講
習
会
を
開
催

八
月
十
三
日
か
な
が
わ
労
働

プ
ラ
ザ
に
於
い
て
一
・
二
級
造

園
技
能
士
学
科
講
習
会
を
教
育

研
修
委
員
四
人
の
講
師
に
よ
り

午
前
・
午
後
に
わ
た
り
教
本
造

園
施
工
必
携
と
サ
ブ
テ
キ
ス
ト

今
年
の
検
定
受
験
者
は
、
一

級
四
十
名
、
二
級
五
十
七
名
、

三
級
三
十
八
名
計
百
三
十
五
名

が
受
験
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
実
技
試
験
は
二
日
間

と
も
猛
暑
と
な
り
、
軽
い
熱
中

症
に
罹
る
受
験
者
が
数
名
い
ま

し
た
が
、
検
定
委
員
・
補
佐
員

の
見
守
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
研

鑚
と
日
頃
培
っ
た
技
を
発
揮
す

今
年
は
猛
暑
が
続
き
ま
し
た

が
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
途
中

十
分
の
休
憩
を
二
回
と
り
、
ま

た
、
受
講
者
に
塩
あ
め
を
配
布

し
ま
し
た
。

実
技
検
定
試
験

八
月
三
日
か
ら
八
月
四
日
迄

の
二
日
間
実
技
検
定
試
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

き
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
要
素
模
擬
試
験
で
は

試
験
結
果
に
一
喜
一
憂
し
、
要

素
の
解
説
に
真
剣
に
耳
と
目
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
も
三
十
日
・

三
十
一
日
の
二
日
間
追
加
講
習

を
開
き
、
一
級
十
三
名
、
二
級

四
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

実
技
講
習
会

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日

迄
の
４
日
間
横
浜
農
協
き
た
地

区
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
級
三
十
一
名
、
二
級
三
十

六
名
、
三
級
三
名
が
受
講
し
、

十
名
の
指
導
員
の
熱
心
な
指
導

を
受
け
猛
暑
の
中
、
大
汗
を
か

べ
く
、
一
心
不
乱
に
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

協
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
実

技
講
習
会
、
技
能
検
定
実
技
試

験
、
学
科
講
習
会
も
無
事
終
了

し
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

と
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
実
技
講
習
会
で
の

県
域
青
年
部
会
を
は
じ
め
ご
支

援
を
頂
い
た
皆
様
に
も
併
せ
て

を
基
に
熱
心
に
講

義
が
行
わ
れ
一
級

十
名
、
二
級
二
十

五
名
計
三
十
五
名

の
受
講
生
が
真
剣

に
メ
モ
を
取
っ
て

い
ま
し
た
。

造
園
技
能
士
実
技
講
習
会
・
技
能
検
定
実
技
試
験
・
学
科
講
習
会
開
催

学科講習会

技能検定２級実技講習会（オリエンテーション）

技能検定３級課題モデル

技能検定樹種判定模擬試験

技能検定１級課題モデル

技能検定２級実技講習会

技能検定２級実技試験

令
和
六
年
度

と
知
り
た
い
！
」、「
も
っ
と
書

い
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

技能検定２級課題モデル

技能検定１級実技講習会（オリエンテーション）

技能検定１級実技講習会

技能検定３級実技講習会

技能検定１級実技試験

技能検定３級実技試験
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「
街
路
樹
剪
定
士
資
格
更
新

研
修
会
」
は
、
今
年
度
も
（
一

社
）
日
本
造
園
建
設
業
協
会
本

部
が
全
国
一
括
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映

像
講
義
に
よ
る
）
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
時

期
は
10
月
か
ら
１
月
の
適
切
な

時
期
を
予
定
し
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
更
新
者
及
び

有
効
期
限
切
れ
の
方
（
期
限
超

過
３
年
ま
で
）
に
は
、
本
部
よ

り
一
律
で
受
講
用
の
Ｉ
Ｄ
・
Ｐ

Ｗ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
本
部
に
問
合

せ
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。（
０
３
・
５
６
８
４
・

０
０
１
１
）

「
街
路
樹
剪
定
士
認
定
研
修

会
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

六
年
十
月
十
六
・
十
七
日
の
二

日
間
、
神
奈
川
県
支
部
主
催
で

開
催
（
座
学
・
学
科
試
験
・
実

技
試
験
）
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

と
知
り
た
い
！
」、「
も
っ
と
書

い
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

教
育
研
修
委
員
会
で
は
、
令

和
６
年
度
の
第
１
回
目
造
園
技

術
者
育
成
講
座
と
し
て
４
月
27

日
に
造
園
図
面
の
理
解
を
目
的

と
し
た
講
座
「
造
園
図
面
を
書

い
て
み
よ
う
！
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
「
図

面
を
書
い
た
こ
と
が
な
い
」、

「
図
面
を
書
い
て
み
た
い
」
と

い
う
方
を
対
象
に
、
図
面
と

は
？
か
ら
図
面
の
種
類
、
図
面

の
書
き
方
、
基
本
的
な
平
面
図

と
立
面
図
に
つ
い
て
解
説
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に

は
解
説
の
後
「
縮
尺
を
変
え
て

平
面
図
を
書
き
直
し
て
み
る
」、

「
平
面
図
と
簡
単
な
詳
細
図
か

ら
立
面
図
を
書
い
て
み
る
」
な

ど
実
際
に
手
書
き
で
図
面
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義

後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
内
容
に
つ
い
て
「
丁
度
よ

か
っ
た
」
と
い
う
ご
意
見
を
多

く
頂
き
、
講
義
は
３
時
間
と
言

う
短
い
時
間
で
し
た
が
「
も
っ

公
園
緑
地
部
会
で
は
令
和
６

年
度
に
協
会
会
員
向
け
の
講
習

会
７
種
目
企
画
を
行
い
進
め
て

い
ま
す
。

現
在
、
４
月
に
「
高
所
作
業

車
運
転
技
能
講
習
」、
５
月
に

「
刈
払
機
安
全
教
育
」、
６
月
に

「
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
作
業
」
の
３

種
目
講
習
会
を
㈱
Ｐ
Ｃ
Ｔ
神
奈

川
教
習
所
の
協
力
を
頂
き
な
が

ら
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
様
に
受
講
し
て

頂
き
造
園
業
に
必
要
な
資
格
を

取
得
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

受
講
者
に
は
講
習
会
で
学
ん
だ

事
を
現
場
で
活
か
し
安
全
第
一

で
作
業
を
進
め
て
頂
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
下
期
に
は

９
月
に
「
小
型
車
両
系

建
設
機
械
」、
11
月
に

「
伐
木
等
の
業
務
」、
１

月
に
「
小
移
動
式
ク

レ
ー
ン
運
転
技
能
講

習
」、
２
月
に
「
玉
掛

け
技
能
講
習
」
の
４
種

目
を
順
次
予
定
し
て
い

ま
す
。

随
時
資
格
の
ご
案
内

を
行
い
ま
す
の
で
、
資

格
未
取
得
の
会
員
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
応
募

の
方
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

例
年
、
神
奈
川
県
教
育
委
員

会
教
育
施
設
課
よ
り
芝
生
化
事

業
の
工
事
を
造
園
協
会
に
依
頼

を
い
た
だ
き
、
今
年
も
２
校
工

事
を
施
工
い
た
し
ま
し
た
。（
１

校
は
８
月
下
旬
予
定
）
７
月
22

日
～
７
月
30
日
の
間
に
神
奈
川

県
立
市
ヶ
尾
高
等
学
校
の
中
庭

に
位
置
す
る
通
称
ポ
ニ
ー
の
丘

広
場
に
１
８
０
㎡
の
範
囲
に
土

壌
改
良
工
事
、
テ
ィ
フ
ト
ン
芝

の
コ
ア
苗
擦
り
込
み
工
法
に
て

施
工
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
芝
生
化
事
業
の
施

工
に
も
ポ
ッ
ト
苗
の
植
付
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

新
し
い
施
工
方
法
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
み
ま

し
た
。

　

今
年
は
例
年
と
は
違

う
猛
暑
日
続
き
の
中
、

根
付
く
ま
で
の
灌
水
に

も
気
を
使
い
ま
す
が
、

学
校
の
協
力
も
得
ら
れ

な
が
ら
綺
麗
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

街
路
樹
剪
定
士
資
格
更
新

研
修
会
及
び
認
定
研
修
会

日
造
協
神
奈
川
県
支
部

「
公
園
緑
地
部
会
活
動
報
告
」

公
園
緑
地
部
会 

講
習
会
報
告

技
術
委
員
会
委
員
長
　
冨
永
　
淳
司

令
和
６
年
度
校
庭
芝
生
化
事
業

公
園
緑
地
部
会
副
部
会
長
　
北
村
　
善
輝

教
育
研
修
委
員
会
の
活
動
報
告

教
育
研
修
委
員
会
　
副
委
員
長
　
若
井
　
利
允

お知らせ

講師による解説

高所作業車講習会目砂散布転圧

コア苗荷下し 刈払機安全講習会

フルハーネス講習会

芝生撤去状況

コア苗ならし

参考図書

配布資料

作図
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前
号
（
279
号
）
で
今
年
2
月

の
活
動
状
況
は
ご
報
告
し
ま
し

た
が
、
18
期
目
と
な
る
今
期
も

活
動
計
画
を
立
て
て
動
き
始
め

ま
し
た
。

第
1
回
：
令
和
6
年
4
月
14

日
（
日
）
は
県
立
相
模
原
公
園

「
衆
遊
の
庭
」
の
植
栽
管
理
に

7
名
と
施
工
中
の「
舞
岡
の
庭
」

に
8
名
の
二
手
に
分
か
れ
て
作

業
し
ま
し
た
。

第
2
回
：
6
月
8
日
（
土
）、

9
日
（
日
）
は
「
舞
岡
の
庭
」

の
予
定
を
変
更
し「
西
林
寺（
戸

塚
区
岡
津
町
）」
に
て
池
泉
工

事
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
グ

ロ
ー
ベ
ン
株
式
会
社（
竹
澤
様
）

に
よ
る
ポ
ン
ド
シ
ー
ト
研
修
と

火
事
で
焼
失
し
た
木
々
の
慰
霊

及
び
伐
採
等
が
主
な
作
業
内
容

で
し
た
。

6
月
よ
り
始

ま
っ
た
西
林
寺

で
の
活
動
は

元
々
は
計
画
に

無
か
っ
た
工
事

で
諸
事
情
に
よ

り
急
遽
対
応
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
営

利
が
絡
む
事
業

で
す
の
で
任
意

団
体
で
あ
る
庭

守
と
し
て
は
対

応
が
難
し
い
面

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
会
員
の

中
谷
徹
氏
（
庭

咲
桜
代
表
）
に

一
肌
脱
い
で
も

ら
い
工
事
の
総

括
取
り
纏
め
・

窓
口
を
お
願
い

し
こ
れ
に
庭
守
で
協
力
す
る
と

い
う
形
で
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
初
の

計
画
以
外
の
活
動
日
が
増
え
、

通
常
の
仕
事
に
加
え
て
西
林
寺

で
の
作
業
で
忙
し
く
動
い
て
い

る
メ
ン
バ
ー
も
居
ま
す
。

県
立
相
模
原
公
園
の
植
栽
管

理
は
年
3
回
固
定
さ
れ
て
い
る

予
定
で
す
の
で
第
3
回
：
8
月

4
日
（
日
）
は
西
林
寺
班
と
分

か
れ
て
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
県
立
相
模
原
公
園
を
担
当

し
て
い
る
講
師
の
渡
部
氏
か
ら

以
下
の
報
告
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
渡
部
氏
の
報
告
）

今
年
度
２
回
目
の
管
理
作
業

は
渡
部
含
め
計
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

内
容
は
草
刈
り（
機
械
刈
り
、

一
部
手
刈
り
）、
中
低
木
剪
定
、

玉
物
や
オ
カ
メ
ザ
サ
刈
り
込

み
、
掃
除
等
行
い
ま
し
た
。

例
年
に
も
増
し
て
、
雑
草
や

萩
、
ス
ス
キ
の
成
長
が
早
く
、

外
か
ら
は
景
石
や
石
組
み
が
殆

ど
見
え
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
為
、
今
回
は
い
つ
も
よ

り
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
が
、

明
る
く
、
見
通
し
の
き
く
仕
上

げ
に
し
ま
し
た
。

尚
、
課
題
と
し
て
は
、
桜
の

古
木
が
衰
弱
し
て
き
て
お
り
、

太
い
部
分
か
ら
の
枝
折
れ
の
心

配
が
あ
り
ま
す
。
次
回
、
出
来

れ
ば
対
象
枝
の
伐
採
等
も
公
園

側
と
相
談
の
上
、
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。以
上
。（
渡
部
） 

一
方
「
西
林
寺
」
で
は
７
名

が
参
加
し
て
熱
中
症
に
留
意
し

な
が
ら
ク
ロ
マ
ツ
の
植
込
み
と

州
浜
石
据
付
、
景
石
の
一
部
移

動
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
第
4

回
：
9
月
8
日
（
日
）、
第
5

回
：
10
月
6
日
（
日
）、
第
6

回
：
11
月
10
日
（
日
）　

県
立

相
模
原
公
園
植
栽
管
理
、
第
7

回
令
和
7
年
1
月
18
日
（
土
）

神
造
協
事
務
会
議
室
に
て
座

学
、
新
年
会
、
第
8
回
：
令
和

7
年
2
月
8
日
（
土
）、
2
月

9
日
（
日
）「
西
林
寺
」
土
塀

研
修
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

な
お
、
庭
守
で
は
引
き
続
き

メ
ン
バ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
入
会
希
望
の

方
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
リ
ン
ク
集
」（https://

kanagaw
azoen.or.jp  

/link/

）
に
あ
る
作
庭
塾

「
庭
守
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー 

ジ
（https://w

w
w

.c- 
sqr.net/c/cs14681

）

に
て
団
体
の
趣
旨
な
ど
を

ご
理
解
の
上
「
問
い
合
わ

せ
フ
ォ
ー
ム
」
で
ご
応
募

い
た
だ
く
か
、
協
会
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

作
庭
塾
「
庭
守
」
の
活
動
報
告
■ 

　
情
報
委
員
　
木
下  

　
透

舞岡　途中経過

施工後

西林寺　クロマツ植込

焼失した木々の撤去

舞岡　延段施工中

グローベン式ポンドシートの研修

施工中

西林寺　州浜

西林寺　州浜

舞岡　滝石組み施工中舞岡　途中経過

ポンドシートの敷設

相模原公園施工前

作業全景

造
園
の
見
識
を
深
め
つ
つ
、
参

加
者
と
の
親
睦
を
深
め
る
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和
六
年
四
月
二
十
日
、
神

奈
川
支
部
は
庭
園
見
学
会
を
開

催
し
、
東
京
都
内
の
５
つ
の
庭

園
を
訪
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

41
名
で
、
日
本
庭
園
協
会
の
高

橋
康
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
、
貸

切
バ
ス
で
の
移
動
と
快
晴
の
天

候
が
バ
ス
ツ
ア
ー
を
よ
り
楽
し

い
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
庭
園
は
六
義

園
で
す
。
江
戸
時
代
に
造
成
さ

れ
た
こ
の
美
し
い
回
遊
式
築
山

泉
水
庭
園
は
、
雰
囲
気
が
と
て

も
良
く
、
春
の
花
も
楽
し
め
る

支支
部部
だだ
よよ
りり

支
部
だ
よ
り

神
奈
川
支
部

Ｒ
６
庭
園
見
学
会

 

株
式
会
社
環
境
造
園　

 

税
所  

国
冠

素
敵
な
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

六
義
園
の
象
徴
で
あ
る
銘
木

「
し
だ
れ
桜
」
は
、
花
び
ら
が

既
に
散
り
、
緑
色
に
染
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ツ
ツ
ジ
や
藤
が

美
し
く
咲
い
て
い
ま
し
た
。
時

間
が
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
く
り
と
散

策
し
、
吹
上
茶
屋
で
抹
茶
や
茶

菓
子
を
楽
し
ん
で
み
た
か
っ
た

で
す
。

　

次
に
訪
れ
た
の
は
清
澄
庭
園

で
す
。
こ
ち
ら
は
池
の
周
囲
を

歩
き
な
が
ら
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
庭
園
で
、
野
鳥
が

遊
ぶ
「
大
泉
水
」
の
周
り
に

は
、
全
国
か
ら
取
り
寄
せ
た
石

や
築
山
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
筆
す
べ
き
は
庭
園
内
に

あ
る
佐
渡
の
赤
玉
石
で
、
園
内

で
最
も
高
価
な
石
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、
こ

の
石
で
家
が
１
軒
建
つ
ほ
ど
の

価
値
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
築
山
か
ら

丘
を
繋
ぐ
「
磯
渡
り
」
と
い
う

飛
び
石
を
渡
る
途
中
、
池
に
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
落
と
し
て
し

ま
い
、
一
時
は
騒
然
と
し
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
網
で
救
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
笑
）

　

２
つ
の
庭
園
を
堪
能
し
た

後
、
午
前
の
部
は
終
了
し
バ
ス

で
『
柴
又
門
前
と
ら
や
』
に
向

か
い
、
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
映
画
「
男
は
つ
ら
い

よ
」
の
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
お

食
事
処
で
、
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の

う
な
ぎ
と
草
だ
ん
ご
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
訪
れ
た
の
は
、

彫
刻
の
お
寺
と
し
て
も
有
名
な

柴
又
帝
釈
天『
題
経
寺
邃
渓
園
』

で
す
。
庭
園
内
に
は
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
屋
根

の
あ
る
渡
り
廊
下
を
歩
き
な
が

ら
見
て
、
心
落
ち
着
く
美
し
い

風
景
に
包
ま
れ
、
見
応
え
の
あ

る
新
緑
の
庭
園
を
見
学
し
ま
し

た
。
敷
地
内
に
は
平
屋
建
て
の

建
築
物
が
あ
り
、
細
長
い
廊
下

に
い
く
つ
か
の
和
室
が
配
置
さ

れ
、
絵
画
や
ふ
す
ま
絵
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
モ

ダ
ン
な
大
広
間
に
は
シ
ャ
ン
デ

リ
ア
が
飾
ら
れ
、
素
晴
ら
し
い

雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

午
後
の
２
つ
目
の
訪
問
先
は

山
本
亭
で
す
。
こ
の
庭
園
は

２
０
１
９
年
に
米
国
の
日
本
庭

園
専
門
誌
で
４
位
に
ラ
ン
ク
イ

ン
し
、
２
０
０
３
年
以
降
は
常

に
上
位
７
位
以
内
に
入
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
山
本
亭
は

池
泉
・
筑
山
・
滝
な
ど
を
設
け

た
典
型
的
な
書
院
庭
園
で
あ

り
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。
庭
園
内
に
は
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
渡
り
廊
下
を
歩
き
な
が
ら

見
学
し
、
池
に
は
石
橋
、
庭
石
、

雪
見
灯
篭
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
栽

が
配
置
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
日

本
庭
園
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

柴
又
帝
釈
天
を
十
分
楽
し
ん

だ
あ
と
、
バ
ス
で
最
後
の
目
的

地
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に

向
か
い
ま
し
た
。
到
着
し
て
最

初
に
ホ
テ
ル
内
の
カ
フ
ェ
で

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
異
な
る
会
社

の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
席
を
入
れ

替
え
、
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
意
見
交
換
を
し
、
よ
り
一

層
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
庭
園
で
す
。
こ
の
日
本
庭

園
は
ホ
テ
ル
の
象
徴
的
存
在
で

あ
り
、
池
泉
回
遊
式
の
美
し
い

庭
園
で
す
。
清
泉
池
に
は
約

３
５
０
匹
も
の
鯉
が
泳
ぎ
、
朱

色
の
太
鼓
橋
や
高
さ
６
ｍ
の
壮

大
な
滝
が
緑
豊
か
な
庭
園
に
映

え
ま
す
。
こ
の
日
は
結
婚
式
の

前
撮
り
を
す
る
新
郎
新
婦
も
多

く
い
ま
し
た
。
と
て
も
穏
や
か

に
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
横
浜
に
戻
り
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
庭
園

見
学
会
は
多
く
の
庭
園
を
巡
り

湘
南
東
支
部

フ
ジ
剪
定
講
習
会

情
報
委
員 

内
田  

亮
平

　

春
か
ら
初
夏
、
特
に
五
月
頃

に
は
毎
年
綺
麗
な
花
の
カ
ー
テ

ン
を
披
露
し
て
く
れ
る
フ
ジ
。

湘
南
東
支
部
で
は
藤
沢
市
の
花

に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
公
園

や
個
人
邸
で
も
親
し
ま
れ
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ

る
フ
ジ
の
剪
定
講
習
会

を
令
和
六
年
三
月
五
日

（
火
）
県
立
茅
ヶ
崎
里

山
公
園
に
て
行
い
ま
し

た
。

　

湘
南
東
支
部
か
ら
の

方
以
外
に
も
講
習
会
場

を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
県
立
茅
ヶ
崎
里
山
公

園
の
管
理
を
行
っ
て
い

る
職
員
の
方
々
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の

方
々
と
意
見
交
換
や
交

流
が
出
来
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
は
犬

山
清
史
さ
ん
（
湖
南
造

園
株
式
会
社
）
に
講
師

に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

フ
ジ
の
名
所
を
巡
っ
た

こ
と
で
得
た
植
栽
や
管

理
の
知
識
や
技
術
、
ご

自
身
で
も
実
際
に
施
工

を
し
た
経
験
を
元
に
講

習
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

高橋講師

造
園
の
見
識
を
深
め
つ
つ
、
参

加
者
と
の
親
睦
を
深
め
る
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
残
念
な
が
ら
雨
の
予

報
で
し
た
の
で
、
雨
足
が
強
く

な
る
前
に
公
園
敷
地
内
に
あ
る

フ
ジ
棚
に
て
先
に
実
技
講
習
を

行
い
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う

剪
定
方
法
な
ど
を
学
び
、
植
物

を
扱
う
者
と
し
て
視
野
が
広

が
っ
た
感
覚
が
致
し
ま
し
た
。

　

室
内
に
移
動
後
、
座
学
に
よ

る
講
義
で
は
実
際
の
写
真
や
映

像
を
用
い
て
名
所
と
な
る
フ
ジ

の
管
理
方
法
な
ど
を
学
び
、
身

近
に
あ
る
フ
ジ
棚
の
現
状
や
生

育
状
況
の
経
過
写
真
を
講
義
と

共
に
閲
覧
す
る
な
ど
、
と
て
も

興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
身
近
な
植
物
で
あ

る
分
、
私
自
身
も
己
の
剪
定
方

法
に
偏
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
習

の
内
容
を
は
じ
め
と
す
る
長
年

の
経
験
か
ら
蓄
積
し
た
知
識
を

お
持
ち
の
先
輩
の
方
々
と
の
意

見
交
換
は
フ
ジ
へ
の
造
詣
を
深

め
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
我
々
の

仕
事
に
は
欠
か
せ
な
い
植
物
た

ち
の
知
識
を
日
々
深
め
て
い

き
、
よ
り
良
い
緑
の
あ
る
空
間

を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き
た

い
と
改
め
て
思
っ
た
講
習
会
と

な
り
ま
し
た
。

フジ講習会

清澄庭園

六義園　集合写真

ホテルニューオータニ

山本亭
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月　日 概　要

9/  6（金） 情報委員会　15：00 ～

9/12（木） 農薬の製品説明と有効な使用方法の講習会（神奈川県中小企業共済会館）　14：00 ～

9/14（土） 造園技術者育成講座　第 2 回造園図面を書いてみよう！　13：00 ～

9/18・19
（水・木） 小型車両系建設機械（㈱ PCT 神奈川教習所）　9：00 ～

9/25（水） 総務厚生委員会　15：00 ～

9/27（金） 神奈川県副知事・県土整備局・環境農政局との予算要望ヒアリング（予定）　9：00 ～

9/27（金） 関東甲信造園建設業協会協議会（長野県）

10/  5（土） 技能士コース開講式・第 1 回　9：00 ～

10/12（土） 技能士コース第 2 回　9：00 ～

10/16・17
（水・木） 日本造園建設業協会神奈川県支部主催　街路樹剪定士認定講習会

10/17・18
（木・金） 出先機関予算要望（予定）

10/19（土） 技能士コース第 3 回　9：00 ～

10/26（土） 技能士コース第 4 回　9：00 ～

10/30（水） 神造協ゴルフ県大会（レイクウッドゴルフクラブ）

11/  2（土） 技能士コース第 5 回　9：00 ～

11/  3（日） 第 43 回よこはま技能まつり

11/  9（土） 技能士コース第 6 回　9：00 ～

11/16（土） 技能士コース第 7 回　9：00 ～

11/20（水） 創立 50 周年記念式典祝賀会

●会員等名簿の変更●
（ホームページ参照）

新入会員
〇戸塚支部
　㈱新樹緑化
　住所　〒245-0066
　　　　横浜市戸塚区俣野町1115-15
　代表者　荘司竜樹
　TEL 045-392-3832　FAX 045-392-3882
〇湘南西支部
　㈲花菱
　住所　〒259-0111
　　　　中郡大磯町国府本郷355-3
　代表者　辻丸宜邦
　TEL 0463-73-4919　FAX 0463-73-4087
〇湘南西支部
　加藤松敬造園
　住所　〒250-0055　小田原市久野2307
　代表者　加藤松敬
　TEL 0465-35-3800　FAX 0465-35-3800
○県央支部
　㈱村井造園
　住所　〒243-0218　厚木市飯山南1-8-18
　代表者　村井滝成
　TEL 046-248-6369　FAX 046-248-6371
○賛助会費　＜資材関係/自動車リース＞
　㈱ジャストカーセールス
　住所　〒213-0032　川崎市高津区久地777-1
　代表者　黒田俊哉
　TEL 044-812-6781　FAX 044-812-6483

社名・代表者変更
〇賛助会員
　社名　（旧）横浜日野自動車㈱　

→（新）南関東日野自動車㈱
　代表者　（旧）樫原章治　→（新）河﨑俊哉

代表者・TEL＆FAX変更
〇川崎支部　
　㈲吉垣緑地施設
　代表者　（旧）吉垣安男　→（新）吉垣智士
　TEL＆FAX 044-987-1238

社名・TEL＆FAX変更
〇賛助会員
　社名　（旧）やまびこジャパン㈱
　　　　　　  東日本支社東京支店

→（新）やまびこジャパン㈱
　　　　　　  農林東日本営業部
　TEL 0428-78-0170　FAX 0428-32-1104

代表者変更
〇港北支部
　㈱錦光園
　代表者（旧）渡邉廣徳　→（新）渡邉　忠
〇緑・西支部
　㈲河原園
　代表者（旧）河原秀明　→（新）河原貴彦
〇緑・南支部
　㈱ナカザワ
　代表者（旧）中澤朗久　→（新）田口　学
〇金沢・磯子支部
　横浜緑地㈱
　代表者（旧）瀧本　靖　→（新）横田　純

〇川崎支部
　㈱川崎みらい緑化
　代表者（旧）矢野武征　→（新）越畑好夫
　㈱相光園
　代表者（旧）越畑好夫　→（新）越畑輝好
〇横須賀支部
　㈲植廣造園
　代表者（旧）廣石武弘　→（新）陣座義典
　㈱緑産業
　代表者（旧）新井達也　→（新）小川英治
〇湘南西支部
　緑栄造園土木㈱
　代表者（旧）永井　勇　→　（新）勝亦廣四郎
〇県央支部
　中央道路㈱
　代表者（旧）北澤公成　→（新）杉本雅夫
　森下造園㈱
　代表者（旧）井上富雄　→（新）井上佳洋
〇県北支部
　㈱鈴木園
　代表者（旧）鈴木一弘　→（新）鈴木三枝子
〇県北支部
　相模緑建㈱
　代表者（旧）吉川英子　→（新）吉川　章

事務局情報 （月間行事一覧）　●諸会議その他●

〇賛助会員
　㈱三商
　代表者（旧）大月直壽　→（新）吉田利治

住所変更
〇賛助会員
　㈱タカショー横浜営業所
　〒224-0003
　横浜市都筑区中川中央1-30-1
　プレミアヨコハマ6階
　TEL 045-914-8067　FAX 045-914-8068
　（※TEL・FAXは現在と変更ありません）
〇緑・東支部
　㈱誓プランニング
　〒224-0057
　横浜市都筑区川和町1605-1
　TEL 045-595-9345　FAX 045-595-9346
　（※TEL・FAXは現在と変更ありません）

FAX番号変更
〇戸塚支部
　㈱音柳園
　新FAX番号　045-852-6180


